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株価データ、財務データ、アナリスト予想データを使って、
株価形成の要因を明らかにする。

特に行動ファイナンスの仮説（行動バイアスが株価にゆがみ
を与えている）を利用して、超過リターンが得られる機会が
存在するかどうかについて実証的な研究をしてきた。

その他株価の動きを要因ごとに分解して説明する
ファクターモデルや情報ダイナミクスモデルを用いた
Ohlsonモデルによる株価形成に関する研究も行ってきた。

行動ファイナンス 株価形成 Ohlsonモデル、クオンツ運用 α戦略

行動ファイナンスの仮説（行動バイアスが株価にゆがみ
を与えている）、ファクターモデル、Ohlsonモデルなどを
用いて、超過リターン獲得機会を見つけ出し、それを
証券運用のαモデルに応用するアイディアを提供する。

一般向けの資産運用講座や金融リテラシー教育においても、
通常の合理的な資産形成の方法に加えて、行動バイアスに
よってもたらされる損失を、最小限に抑える方法について
講義することができる。
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